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藤里町社会福祉協議会の取組み
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レジュメ

1.藤里町社会福祉協議会の概況
2.救済型福祉と活躍支援型福祉の両立に至る背景
3.活躍支援の発想からの「こみっと」支援事業とその
成果

4.福祉の立場からの地方創生事業
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藤里町の概況
平成３１年４月１日現在

藤里町の
面積

282.13平方㎞
町の総面積
の９割は
山林原野

人口 ３，２２８人

世帯数 １，３５９世帯

６５歳以上 １，５１３人

高齢化率 ４６．８７％ 全県で２位

３１年度
行政一般予算 おおよそ３３億

社協予算
２億５千万

3



藤里町社会福祉協議会職員体制

部 門 名 職 員 数 資 格 取 得 状 況

総務 ６人
・社会福祉士 １２人

・精神保健福祉士 ９人

・正・准看護師 ３人

・介護支援専門員 １６人

・介護福祉士 ２３人

・保育士 １人

活躍支援 ５人

相談支援 ７人

デイサービス １１人

ヘルパー
ぶなっち・配食 ８人

合 計 ３７人

平成31年4月1日現在



２-１ １９８０年～
～原点は秋田県の「一人の不幸も見逃さない
運動」 ～



2-2 ２００５年～
「福祉で町づくり」を合言葉に
地域トータルケア推進事業を実施

１）総合相談・生活支援システムの構築

⇒地域包括支援センター・地域活動支援センター
社協CSW機能の一体化
２）福祉を支える人づくり

３）介護予防のための健康づくり・生きがいづくり

４）福祉による地域活性化⇒『福祉でまちづくり』
５）次世代の担い手づくり

⇒若者支援⇒ひきこもり者及び長期不就労者及
び在宅障害者等支援事業 6



藤里町トータルケアのフロー図
（藤里方式として役職員への説明用に作成）
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２－３.福祉職だから出来る活躍支援
２０１０年開始の「こみっと」支援事業

～ひきこもり者及び長期不就労者及び在宅障害者等支援事業～



そして、町民全てが生涯現役を目
指せる町づくりへの挑戦

～平成２７年度より～

• 福祉の立場から地方創生を考えました。

• それは、弱者でも地方創生の担い手になれる
町民だれもが生涯現役を目指せる

町づくりです

9



３.実態把握調査より
『ひきこもり』ってどんな人ですか？
～ひきこもりをカテゴライズする意味～

• 「ひきこもり」はいないと言い切れる高齢者
• 自分もひきこもりだったと言い出す若者

• 現代の若者の生きづらさを感じるのです



ひきこもり対策は、誰の視点？

• 原因探しは、何の為？ 誰の為？

• 治療中の病人は、社会生活を中断すべき？

治療ではない、福祉職だからできる支援が

ある筈です。



訪問活動より
了解を得た「生活困難者」の方々への情報提供

• 「こみっと」通信の配達

• 「こみっと」の各事業への誘い
⇒「こみっと」感謝祭

• 「求職者支援事業」等への誘い

• その他



主な「こみっと」支援事業

１）週１回のレクリエーション活動

２）「こみっと」共同事務所でのパソコン等操作訓練

３）お食事処「こみっと」での就労訓練

４）白神まいたけキッシュでの就労訓練

５） 「こみっと」バンクとしての地域での活動

★「こみっと」共同事務所登録団体との協働事業

★求職者支援事業の実施

★職業体験プログラム等の実施



成功事例に繋がった理由？

治療としてのサークル活動 地域で実施する活動



求職者支援事業の成果

受講者数 就職者数 こみっと登録者数

平成２２年
（６ヶ月）

１５人
☆（ ７人）

１２人 ８０％
☆（ ５人）

３人
☆（ ２人）

平成２３年
（６ヶ月）

１５人
☆（１３人）

１０人 ６６％
☆（ ９人）

５人
☆（ ５人）

平成２４年①
（４ケ月）

１５人
☆（ ９人）

１１人 ７３％
☆（ ６人）

１人
☆（ １人）

平成２４年②
（４ケ月）

１２人
☆（１１人）

８人 ７２％
☆（ ８人）

３人
☆（ ２人）

平成２５年
（３ヶ月）

９人
☆（ ８人）

９人 １００％
☆（ ８人）

０人
☆（ ０人）

平成２６年
（３ヶ月）

７人
☆（ ６人）

６人 ８６％
☆（ ６人）

０人
☆（ ０人）

☆：家庭訪問の情報により受講に至った方の人数



2015 ひきこもり者等支援は新たな
展開に向かっています

5年
未満

5～10
年未満

10年
以上

総数 113 30 27 56

男
女
比

男 71 12 21 38

女 42 18 6 18

不明 ひきこもり
歴ゼロ

5年
未満

5～10
年未満

10年
以上

総数 166 31 99 8 7 21

男
女
比

男 72 17 37 3 2 13

女 94 14 62 5 5 8

5年
未満

5～10
年未満

10年
以上

総数 25 2 5 18

男
女
比

男 18 1 5 12

女 7 1 0 6

A 〔22年度ひきこもり者等訪問対象者〕 C 〔26年度情報提供対象者状況〕

B 〔26年度末現在ひきこもり者等の状況

◎5年間の訪問支援の結果は
・「こみっと支援」で自立 31人
・独自に自立 55人
・変化なし 25人
・その他 2人

ひきこもり者等の状況推移
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２０１２ ひきこもり等支援から始まった
白神まいたけキッシュの販売
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２０１５ 『こみっとうどん』の製造販売

贈答用

お食事処「こみっと」
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プラチナ
バンク
事業

仕事
づくり

若者支援

藤里体験プログラム
を町外に開放する

根っこビジネス
伝統の味の製品化

弱者も地方創生の
担い手として活躍
する

人づくり

仕事
づくり

若者支援

4.福祉の立場からの地方創生
2015の システムづくり
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分野 番号 働き方

4 ８万以上
仕事優先
なんでもやります型

定額の収入を得たい。

3 ３～８万
自分の希望優先
職人型

仕事を選んで、少額でも収入を得たい。

2 分からない 余暇優先型 金額にはこだわらない。できる時に仕事をしたい

1 ポイント 支援付 ポイントで受取る。

4 ６時間以上
仕事優先
なんでもやります型

受けた仕事の時間働きます。

3 3時間未満
自分の希望優先
職人型

選んだ仕事の時間働きます。

2 1時間 余暇優先型 短時間なら働きます。

1 不定 支援付 支援付で仕事します

4
なんでもひとり
でできます

仕事優先
なんでもやります型

いろいろな仕事に全力でチャレンジします

3
得意分野はひとり
でできます

自分の希望優先
職人型

登録した職種なら、なんでもやります

2
誰かと一緒ならで
きます

余暇優先型 誰かと一緒に仕事をします

1
支援があればでき
ます

支援付 支援をうけながら仕事をします

4
仕事の経験があり
ます

仕事優先
なんでもやります型

仕事の経験を土台になんでも仕事をします

3
得意な仕事があり
ます

自分の希望優先
職人型

仕事の経験を活かして仕事ができます

2
仕事はしたことが
あります

余暇優先型 仕事はしたことがあります

1
仕事の経験があり

ません
支援付 仕事の経験はありません

自分のスタイル

A収入 4

B仕事
時間

2

Cやる気 3

D経験 1

合計 10

※団体登録とは：老人クラブ、婦人会、ＰＴＡ、スポーツ少年団、むじん、デイサービス等で登録　し、
作業しポイントを取得します。

※仕事にポイントがついています。ポイントは〇〇券と引き換えできます。例.入浴券、こみっとお食
事券等

プラチナバンク働き方登録票

働くかたち

A
収
入

B
仕
事
時
間

C
や
る
気

D
経
験

時間経 験

0
1
2
3
4
A収入

B仕事
時間

Cやる気

D経験

しごとのスタイル

人づくり事業例 プラチナバンク働き方登録表
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仕事づくり事業例 根っこビジネス
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仕事づくり事業例 伝統の味シリーズ構想
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藤里グッドデリシリーズの販売開始
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・プラチナ会議チーム発足

産業支援事業

・人出不足・後継者不足事業所等調査

・山の恵み・畑の恵み等調査

・プラチナバンク登録者の働き方移行調査

若者支援事業

・こみっと支援事業

・求職者支援事業

・体験プログラム事業

救済型福祉の限界と活躍支援型福祉の可能性

チーム後継ぎ事業
・チーム後継ぎ事業スタッフ採用（２年間）



福祉の限界を感じた時
『共生保障』の考え方を知りました

だから福祉職は

地域の方々のために、福祉制度改革への対応策を
職務と考え、福祉制度改革に沿った事業を展開す
ることが仕事と考えないのでしょうか。

ですが福祉職が

「自立支援」「自己実現の支援」という言葉を、福祉
職の常識の範囲内で使っている限り、時代からも地
域からも取り残されるのではないのでしょうか？



参照１

総合支援事業イメージ

 

介護予防・生活支援サービス事業（通所型サービス） 

要介護１～５ 

要支援１、２ 

デイサービス 
特養「藤里」 社協 

地
域
支
援
事
業 

二次予防対象者 

一次予防対象者 
元気の源さんクラブ 

その他一般高齢者 
元気の源さんクラブ 

源さん大学 
出張源さん 

まち自慢クラブ（湯の沢） 



平成３０年度からの取り組み構想
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ケア支援の充実
介護保険事業等

↓
２４時間安心体制
暮らしの安心・子育ての
安心・ケアの安心・終末
期の安心・死後の安心

活躍の場の充実
・プラチナバンク事業
・根っこビジネス等
・町自慢クラブ等

生きがい活動支援
・老人クラブ活動
・町内会活動
・ボランティア活動
・趣味活動

↓
活動継続・参加支援

全世代対応型居住の新設
地域交流拠点事業の開始

暮らし支援コーディネーターの配置



総合支援事業例 町自慢クラブ
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「藤里方式」が止まらない
地域福祉の弱みと強み
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休憩中 野焼き
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